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「ふむふむ」
おしえて、

お仕事！

親子で楽しむ
「こども英語塾」

「バドミントン
６歳児からの
コーチング」

三浦　しをん／著　
新潮社

ミサコ･ロックス！／著
　明治書院

日本バドミントン協会／編　
ベースボール・マガジン社

　靴職人、染織家、漫画アシスタント、
動物園飼育係…。技と情熱を持って
仕事をしている16人の女性たちの話
に、驚きと感動とともに「ふむふむ」
と相槌を打ったインタビュー集。

　英語で日本を紹介しよう！　ひなまつ
り、七夕、お正月など、春夏秋冬の
日本の伝統行事を、マンガを通して英
語と日本語で解説する。欧米の文化
についても日本と比較しながら紹介。

　指導者が知っておきたい幼児に教
えるべきこと。教えてはいけないこ
と。コーチングに関する素朴な疑問
から専門的な難問まで、図・写真を
交えて解説。

「きみに
出会うとき」 「お笑い一番星」「やんちゃな時代」

レベッカ・ステッド／著　
東京創元社

牧野　節子／作
くもん出版

林　真理子／著　
文藝春秋

　ママとふたり暮らしのミランダのも
とに、まるで未来を知っているかのよ
うな“あなた”からの不思議なメモが
届く。少女の不思議な体験と成長を
描く、タイムトラベル・ファンタジー。

　お笑い学校に入学したトシオとト
ビ太。ネタの練習に、歌に、ダンス
…たいへんだけど、夢はビッグなお
笑い芸人！　そんなある日、学校で
「お笑いバトル」をやることになり…。

　出でよ、英雄。コロコロ替わる政
治家、海老蔵の挙式と事件…毀誉褒
貶（きよほうへん）の激しい男達を
尻目に今日も楽しい日々。林真理子
の爆笑エッセイ2010年総集編。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書

国
の
登
録
文
化
財「
深
谷
家
洋
館
」と

棟
梁
藤
田
九
兵
衛

（130）

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
八
日
、
国
の
登

録
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
深
谷
家
住
宅

（
洋
館
）
は
、成
器
堂
二
代
目
学
頭
（
校
長
）

で
あ
る
秦は
た

勤き
ん

有ゆ
う

の
元
医
院
で
あ
る
。
勤
有

は
若
く
し
て
洋
医
学
を
学
び
、
勝
山
で
初

め
て
人
体
解
剖
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
洋
館
は
長
崎
の
異
人
館
に
模
し

て
、
診
療
所
と
し
て
明
治
十
二
年
（
一
八

七
九
）
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
桁け
た

行
一

四
ｍ
・
梁は
り

間
一
二
ｍ
、
総
二
階
建
て
の
東

面
に
十
五
畳
の
座
敷
が
張
り
出
す
。
起む
く

り

屋
根
（
丸
い
屋
根
）
の
寄よ
せ

棟む
ね

造
桟き
ん

瓦
葺
で
、

二
階
の
外
壁
を
軒
裏
ま
で
漆し
っ
く
い喰
塗
と
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
勤
有
の
長
男
勉
造
が
北

海
道
帝
国
大
学
医
学
部
長
に
な
っ
て
戻
ら

な
か
っ
た
た
め
、
診
療
所
は
甥
の
深
谷
藤

市
医
師
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
は
、
福
井
工
大

の
吉
田
純
一
教
授
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
、

棟
木
に
「
棟
梁
藤
田
九
右
衛
門
正
□
」
と

あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　

こ
の
藤
田
九
兵

衛
（
九
右
衛
門
は

屋
号
）
の
「
遺い

績せ
き

之
碑
」
が
、
尊
光

寺
の
墓
地
に
建
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
に
よ
る
と
「
帝
京

ニ
遊
ビ
居
ル
コ
ト
数
歳
、
和
洋
建
築
術
ヲ

修
メ
其
薀う
ん

奥お
う

（
奥
義
、
極
意
）
ヲ
究
メ
ル
、

既
ニ
シ
テ
帰き

閭り
ょ

（
帰
国
）
シ
研け
ん

鑽さ
ん

尚
止
マ

ズ
」「
神
祠
仏
閣
及
ビ
成
器
男
女
両
小
学

校･

町
役
場･

其
他
公
私
之
建
築
概お
お
む

ネ
君
ノ

請
負
設
計
図
案
ニ
成
ラ
ザ
ル
莫な

シ
」
と
あ

り
、
和
洋
の
建
築
に
通
じ
、
そ
の
優
れ
た

業
績
が
称
え
ら
れ
て
い
る
。

　

大
正
六
年
二
月
の
建
立
で
、題
額
は
「
旧

勝
山
藩
主
小
笠
原
勁け
い

一い
ち

（
最
後
の
藩
主
長

守
公
の
孫
）
閣
下
」
で
、撰せ
ん（
文
を
つ
く
る
）

は
成
器
男
子
校
長
長
谷
川
伝
蔵
、
書
は
同

女
子
小
学
校
長
三
竹
勝
造
で
あ
る
。

　

な
お
、
藤
田
九
兵
衛
の
子
孫
は
「
フ
ジ

タ
住
設
」
の
藤
田
昌
秀
社
長
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
委
員　

増
田
公
輔起り屋根の深谷家洋館（元診療所）

棟梁藤田九兵衛の「遺績之碑」
（文中の碑文は読み下し文）
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平
成
22
年
度

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
利
用
実
績

　

昨
年
度
の
利
用
者
数
は
３
１
５

万
人
で
、
平
成
21
年
度
よ
り
４
万

人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

勝
山
市
内
の
駅
の
利
用
者
も
３
０

０
０
人
増
え
ま
し
た
。
平
成
20
年

度
の
３
１
７
万
人
（
過
去
最
高
）

に
届
く
勢
い
で
し
た
が
、
３
月
の

震
災
以
降
は
観
光
客
の
利
用
が
激

減
し
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
助
成
制
度

　

電
車
は
マ
イ
カ
ー
と
比
べ
て
、

人
ひ
と
り
を
運
ぶ
の
に
発
生
す
る

二
酸
化
炭
素
の
量
が
約
９
分
の
１

で
す
む
な
ど
、「
地
球
に
や
さ
し

い
乗
り
物
」
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
助
成
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
の
で
、
上
手
に
ご
活

用
い
た
だ
き
、
お
出
か
け
の
際
は

ぜ
ひ
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課（
市
役
所
２
階
）

（
☎
88
‐
８
１
０
４
）

種　　類 割引率 補　助　対　象
通学定期券（1か月） 5％ •勝山市民

•市内に通勤、通学する方
•市内の駅または小舟渡駅、
越前竹原駅で乗降する方

〃　（3か月、6か月） 10％
通 勤 定 期 券 5％
回 数 券 10％

団 体 利 用 41％

•勝山市民15人以上で構成す
る団体
※勝山駅で乗車券を購入し、
市内の駅または小舟渡駅、
越前竹原駅で乗降する場合
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勝山永平寺線
三国芦原線
勝山市内の駅

勝
山
市
文
化
講
演
会

脚
本
家　

田
渕
久
美
子
氏
が
語
る

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

　

 

「
江
〜
姫
た
ち
の
戦
国
〜
」
入場無料
※要入場券

９
月
30
日
（
金
）

開
演　

午
後
７
時
（
開
場　

午
後
６
時
30
分
〜
）

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

講演者
　田　渕　久美子 氏

＝原作・脚本家

聞き手
　飴　田　彩　子 氏

＝ＦＭ福井アナウンサー

◆プロフィール◆
　59年、島根県生まれ。85年デ
ビュー。テレビドラマや映画、舞台
などの脚本を手がけ、08年のＮＨＫ
大河ドラマ「篤姫」は空前の大ヒット。
現在放送中のＮＨＫ大河ドラマ「江
～姫たちの戦国～」の原作・脚本も
手がける。

入場券取扱所…各公民館、生涯学習・スポーツ課、図書館、すこやか
主催／勝山市文化協会
共催／勝山市立図書館（開館20周年記念事業）
・問　勝山市文化協会事務局（生涯学習・スポーツ課内）

（教育会館２階）　（☎88‐8114）

えちてつサポーターズクラブえちてつサポーターズクラブ
会員申込み受付中！会員申込み受付中！

年会費▶1,000円／人
※会員の同居家族は年会費が半額
主な特典▶普通運賃が１割引
※ゴールド会員（65歳以上）は２割引
申込先▶最寄りの有人駅、アテンダント、市
役所（生活環境課）、えちぜん鉄道ホーム
ページ
問　えちてつサポーターズクラブ事務局　

（☎0776‐52‐8830）


